








































































































ここで si は貯蓄を含む i 番目の財・サービスの総支出に占めるシェア，iE





















































































者の場合は，確実な所得 (I0) の効用 (Uc) の方が，低い所得 (I1) と高い所得 (I2)
のいずれかが２分の１の確率で得られて同一の所得の期待値 (I0) となる不確
実な所得の効用 (Uu) よりも高いため，保険料 (I3−I0) を払ってでもリスクを避
けて確実な所得が得られる方を選ぶ。逆に第４図のリスク愛好者については，
高い所得 (I2) か低い所得 (I1) のいずれかが２分の１の確率で得られて同一の
所得の期待値 (I0) となる不確実な所得の効用 (Uu) の方が，確実な所得 (I0) の






























そこでこの課題に理論的説明を与えたのが，M. Friedman & L. J. Savage














１） Milton Friedman, and Leonard J. Savage (1948), “The Utility Analysis of Choices Involving










































































































































































































２） Franco Modigliani and Merton H. Miller (1958), “The Cost of Capital, Corporation Finance and
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